
　　

　　

　　

　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

在宅医療における多職種連携の推進（第4回在宅医療推進チーム会議）（２／２）

平成27年度最後の在宅医療

推進チームが2月2日に開催さ

れました。当初1月26日の開

催予定でしたが、大雪の為、1
週間遅れで開催する事になり、

急な変更の為、ご出席できな

かった方も多くみられました。

会議では、これまでの活動の

まとめをご報告させて頂き、そ

の後在宅医療連携シートにつ

いて意見交換して頂きました。

これまでご

協力頂い

た皆さんで

す。本当に

有難うござ

いました。

これからも

よろしくお

願い致しま

す。

話し合いの後、ささやかな懇親会

を行いました。
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在宅医療連携シートについてチームメンバー全員で意見交換しました。様

式の見直しや記載対象者の拡大などのご意見を頂きました。

在宅医療連携シートの活用状況（2月20日現在）

医療・介護・福祉・行政の多職種が連携し合い、住民の方が住み慣れた地域でその人らしく暮らし続けられ
るよう必要な体制づくりに取り組んでいます。



　　

2月11日薩摩農村改善センターで開催された鹿児島県医師会と薩摩郡医

師会との共同開催された在宅医療県民セミナーの様子が3月19日の南日

本新聞に掲載されました。

約250名の方にご参加頂きました。

在宅医療における人材育成（事例検討会）（１／２９）

テーマ：「福祉施設から入院されたが、施設への退院が困難だった事例」～福祉施設の現状と今後の課題～施設側、医療

側それぞれの事情を知ることで、思い違いに気づかされました。お互いの今後の努力すべき目標も見えたのではないで

しょうか？31名の方にご参加頂きました。

3月6日（日）県医師会館に於いて、平成27年度の活動報告を行いまし

た。午後からは、県民セミナーが行われ、松下事業運営委員長がシン

ポジストとして登壇されました。県民セミナーの様子は、3月30日南日

本新聞に掲載予定です。

平成28年度からは、川内市医師会と共通の

内容については協力して、取り組んで参りま

す。今後とも皆様のご指導、ご協力よろしくお

願い致します（支援室）

健康チェックコーナーも好評でした


